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あの人のひとこと(気軽にお茶飲み交流会アンケートより） 

○楽しく過ごしました。だんだん人数が少なくなって、寂し  

いけど…今日を精一杯生きて、楽しく、そして皆さんのお  

力をお借りして生きて参ります。(後略)＜N さん＞ 

○カレーがおいしかったです。(中略)またの機会での再会を楽  

しみにしています。＜K さん＞ 

○おいしいものをいっぱい食べられて、とても楽しかったで  

す。＜N さん＞ 

○散策に行けなかったのが残念でしたが、皆さんと会えてう  

れしかったです。＜M さん＞ 

  

発行:愛知県被災者支援センター 

住所:名古屋市東区泉 1-13-34 

名建協 2 階 

TEL:052-971-2030 

FAX:052-971-2050

開館:月曜～金曜 10 時～17 時

          《気軽にお茶飲み交流会》＠東海市（P2） 

                                       

  

 

 
大仏様に会えました 

 

篠笛演奏＆合唱 ♪ ♫ 

 

半年ぶりの再会で、話がはずみます 
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交流会報告・気軽にお茶飲み交流会 ５/１０（日） ＠東海市・しあわせ村 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東日本大震災から 15年が過ぎた今、思うこと  （鈴木博和‣真砂子 避難元:岩手県釜石市） 

｢震災を経験して学んだことは何ですか？｣ 

東海市での｢語り部｣で、中学生からの質問でし

た。迷うことなく、｢すべてに感謝すること｣と答

えていました。 

 岩手県釜石市で被災をし、築８年の家と愛犬の

ナッツを津波で失った悪夢から 15 年、ここに至る

までを思い起こすと、良くここまで頑張ったなぁ

という気持ちと共に、深いため息が出ます。と同

時に、他人に言えない多くの苦労を克服しての今

の〝軌跡的生活環境″に、この上ない喜びと安堵

を覚えます。 

 この世の地獄の体験が｢語り部｣により貴重な体

験に変えることができたことに感謝、家を失い途

方に暮れている時、即座に社宅を提供してくださ

った息子の職場の皆様に感謝、日本のみならず世

界の支援に感謝、震災から 3 年目の釜石祭りに帰

った際、高齢の女性が私にポケットティッシュを

もらったお礼を言うために、息せき切って走って

きてくださったことに感謝、震災時で携帯電話も

つながらない状況で居場所を探して地震保険の手

続きに駆けつけてくださった保険会社の男性社員

に感謝、愛知県被災者支援センターをはじめ東海

市、名古屋市の社協、コープあいちの関係者各位

のご尽力により、多くの方々の拠り所になってい

ただいていることに感謝、など語り尽くせません。 

そして、苦楽を共にしてくれている家族に感謝

をし、とりあえず今までよく持ちこたえてくれた

自分の心と身体に感謝とねぎらいを持って、全て

に感謝と致します。 

 

 

おしゃべりしながらクラフト細工 

定番となったカレー昼食、お代わりも❣ 

 

 

生ハーブのハーブティーと手浴 
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『七ヶ浜＆東北スタディツアー』報告＆ツアー冊子紹介 

2026 年 3 月 10～12 日に、レスキューストック

ヤード企画の「七ヶ浜＆東北スタディツアー」が

実施されました。 

本ツアーでは、学生から社会人まで幅広い参加

者とともに、宮城県七ヶ浜町や福島県大熊町とい

った、東日本大震災で多くの被害の影響を受けた

地域を訪れました。 

自分の目で見て、聞き、感じることを大切にし

ながら、現地での交流を通して、震災や地域の復

興、防災などについて学びなおす機会となりまし

た。地域の方々のお話を伺いながら、復興が進む

まちの様子を見る一方で、今なお続く課題や、時

間の経過とともに変化していく地域の姿について

も考える時間となり、リアルな“今”の東北に触

れることができました。 

ツアーの帰路の車移動の中では、参加者同士で

感じたことを共有する時間もあり、｢現地へ来たか

らこそ感じられることがあった｣｢震災を過去の出

来事ではなく、今もずっと続いているのだと思っ

た｣という声も聞かれました。それぞれが現地で見

たこと、感じたことを自分の言葉で話すことで、

参加者同士でも自分にはない視点に気が付くこと

ができ、深め合うとてもいい時間になりました。 

私自身も、実際に現地へ足を運び、住民さんや

その地域で働かれている方々と直接お話しするこ

とで、メディアなどで見た数字や情報だけでは知

ることのできなかった一人ひとりの日々の積み重

ねに触れることができたように感じています。 

 震災から2026年3月11日で丸15年が経過し、

だんだんと当時を知らない世代も増えていく中で、

若い世代が実際に現地を訪れ、出会い、学びを深

めること、感じたことを言葉にすることには大き

な意味があると感じています。次世代を担う学生

たちが、今回感じたたくさんの思いをそれぞれの

場所で周囲へ伝えていくことが、震災の記憶を忘

れないで、そのつながりを未来までつないでいく

一歩になるのではないかと思っています。 

また、今回のツアーで、一生懸命思いを伝えて

くださる住民さんのお話を通して、震災について

学ぶことは、過去を振り返り、教訓にするだけで

なく、その教訓をもとにして考え、これからのた

めに、アクションを起こすきっかけづくりにつな

げていくことができればいいなと強く感じました。 

七ヶ浜町や大熊町で出会った方々のお話や見て

きた景色、参加者それぞれが感じた思いと、これ

からもこのツアーで学ばせていただいたことを忘

れずに日々を過ごし、皆さんのいろいろな思いを

たくさんの人に届けるにはどうしたらいいか、考

えていこうと思います。（編集委員：佐藤らら） 
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【イベント情報】  ＊開催･内容等が変更になることがあります。詳しくはチラシでご確認ください。 

開催日 イベント名 内容（主催など） 会場 

5/31 (日) 

9:30～   

  13:00 

濱田農園農作業

体験交流会 

主催:濱田農園交流会実行委員会 

緑の自然の中で、さつまいも苗を植

えます。秋の収穫をお楽しみに！ 

知多郡東浦町緒川南赤坂（同

封チラシの地図を参照） 

6/14(日) 

10:30～   

  13:30 

あおぞらカフェ

「クラフト細工

の金魚」 

主催:あおぞらカフェ実行委員会 

クラフト細工で金魚を作って、一足

早く夏の風情を楽しみましょう❣ 

レスキューストックヤード

フリースペース(地下鉄名城線

久屋大通駅 1A 出口 徒歩 3 分) 

さっちゃんのレシピ「新じゃがの磯部もち」 

【材料】（8個分）新じゃがいも 300ｇ、牛乳大さじ 3、片栗粉 50ｇ、ピザ用チーズ 50ｇ、 

コンソメスープの素 1/2 個、小麦粉 適宜、油 適宜、海苔 2 枚 

【作り方】 

① じゃがいもの皮をむき、適当な大きさに切り、かぶる程度の水と 

コンソメスープの素を入れて、火が通るまで煮る   

② ①に火が通り水分が無くなったら、マッシュポテトにする 

③ ②に牛乳、片栗粉、チーズを入れて、よく混ぜる 

④ ③を 8 等分にして、平たく丸める 

⑤ フライパンに油を引き、④に小麦粉をまぶし、両面を焼く 

⑥ 1 枚を 4 等分に切った海苔で、焼き上がった⑤を包み、皿に盛る 

＊新じゃがが美味しい季節です。食事代わりやおやつに如何ですか？ 

 

ウクライナ避難者の近況（あいち･なごやウクライナ避難者支援ネットワーク:事務局レスキューストックヤード） 

   5 月 8 日、ウクライナ避難者 9 名他 2 名の 11 名が、3 台の車で

能登‣穴水町へ支援訪問を行いました。翌日には、約 40 リットルの

ボルシチを調理し、約 100 食をお配りすることができました。今

年は｢食べに来る｣というよりも、｢会いに来たよ｣｢また話したかっ

た｣と声をかけてくださる方が多く、交流の時間の大切さを改めて

感じました。(中略)……日本の皆さまからいただいている温かい応

援と支援への感謝の気持ちを込めて、少しでも恩返しができてい

たら嬉しく思います。 NPO 法人日本ウクライナ文化協会(JUCA) (facebook より転載) 

【編 集 後 記】  

・カキツバタの花を見に行った時の事。孫を連れたおじいさんが近くにいました。｢お花を見に来たのに、

おハナ(はな)が出ているよ｣と、ティッシュで孫の鼻を拭いていました。思わず笑っちゃいました(T.S) 

・昼ご飯 料理面倒スーパーで 出来合いの寿司 それで済ませる/ 土曜日は オーガニックファーマ

ーズ オアシス 21 野菜肉買う/ 雷だ いきなり来たよ土砂降りだ 先ほど入れた洗濯セーフ（T.H） 

・終活＆住み替え計画はなかなか進まない。まだ自分の終の棲家は決まらない。仮住まいと考え手を打

とうか。いやイメージしていたものとはずいぶん違う。迷いの日々が続く。だんだん諦めの境地に(T.K) 

 

 


